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新 津 市 内 へ の
通勤・通学者は、
どこから来るのか？ 通

勤
・
通
学

通

院

買
い
物

新 津 市 内 へ の
外 来 通 院 者 は 、
どこから来るのか？

新 津 市 内 へ の
買 い 物 客 は 、
どこから来るのか？

新津市内で買回品を買っている人
のうち、72.0%は市内在住者で、
それ以外の人は他市町村から来てい
ます。右の図のように、五泉市から
が最も多く、次いで小須戸町、村松
町、白根市、横越町となっています。

新津市内の病院へ外来通院してい
る人のうち、69.9%は市内在住者
で、それ以外の人は他市町村から来
ています。右の図のように、五泉市
からが最も多く、次いで小須戸町、
村松町、亀田町、横越町となってい
ます。

新津市内で働いたり学んだりして
いる人（15歳以上）のうち、70.8%
は市内在住者で、それ以外の人は他
市町村から来ています。右の図のよ
うに、五泉市からが最も多く、次い
で新潟市、村松町、小須戸町、白根
市となっています。

※買回品（かいまわりひん）…衣料品や耐久消費財、文化品のように、品質・価格などを顧客が十分に比較検討して買い求める商品のこと。
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新 津 市 在 住 の
通勤・通学者は、
どこへ行くのか？

新 津 市 在 住 の
外 来 通 院 者 は 、
どこへ行くのか？

新 津 市 在 住 の
買 い 物 客 は 、
どこへ行くのか？

新津市在住で働いたり学んだりし
ている人（ 1 5歳以上）のうち、
49.5%は市内で働いたり学んだり
しています。それ以外の人は他市町
村へ出ていて、左の図のように、新
潟市へが最も多く、次いで五泉市、
亀田町、白根市、小須戸町となって
います。

新津市在住で病院の外来へ通院し
ている人のうち、67.4%は市内の
病院へ通院しています。それ以外の
人は他市町村へ出ていて、左の図の
ように、新潟市へが最も多く（黒埼
町分も含む）、次いで亀田町、五泉
市、水原町となっています。

新津市在住者のうち、44.9%は
市内で買回品を買っています。それ
以外の人は他市町村へ出ていて、左
の図のように、新潟市へが最も多く、
次いで五泉市、亀田町、白根市とな
っています。

※買回品（かいまわりひん）…衣料品や耐久消費財、文化品のように、品質・価格などを顧客が十分に比較検討して買い求める商品のこと。


